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子
ど
も
達
に
繋
ぐ「
ふ
く
し
」の
ま
ち
づ
く
り

〜
義
方
小
学
校
福
祉
教
育
〜

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
で
は
︑米
子
市

の
委
託
を
受
け
︑義
方・啓
成
各
地
区
に
担
当

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
カ
ー
を
配
置
し
︑地
域
活

動
や
生
活
上
の
困
り
ご
と
な
ど
に
つ
い
て
の
相

談
・
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
回
は
︑そ
の一

環
と
し
て
義
方
地
区
で
行
っ
た
義
方
小
学
校

５
年
生
の
福
祉
教
育
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま

す
。コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
︑検
温
・
消
毒
な
ど
感
染

症
対
策
に
配
慮
し
な
が
ら
︑三
密
を
避
け
︑２

回
に
分
け
て
実
施
し
ま
し
た
。は
じ
め
に
ふ
れ

あ
い
の
里
の
施
設
見
学
を
し
︑今
ま
で
学
校
の

授
業
で
学
ん
で
き
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
備
を
実

際
に
体
験
し
ま
し
た
。講
義
で
は
︑﹁
ふ
く
し
﹂

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
テ
ー
マ
に
︑高
齢
者
の

特
性
︑地
域
の
支
え
合
い
活
動
︑災
害
時
に
お

け
る
地
域
で
の
助
け
合
い
な
ど
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。子
ど
も
達
に
伝
わ
り
や
す
い
よ
う
︑

ア
ニ
メ
を
事
例
に
交
え
た
り
︑模
擬
支
え
愛

マ
ッ
プ
作
り
な
ど
の
ワ
ー
ク
を
通
し
て
︑地
域

や
人
と
の
繫
が
り
の
大
切
さ
に
つ
い
て"
自
分

事
"と
し
て
捉
え
る
こ
と
を
目
的
に
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
作
成
し
ま
し
た
。

地
域
の
支
え
合
い
や
繋
が
り
が
希
薄
化

し
︑地
域
住
民
の
持
つ
課
題
が
多
様
化
し
て

い
る
今
︑将
来
を
担
う
子
ど
も
達
に﹁
福
祉
教

育
﹂と
し
て
地
域
や
人
と
の
繫
が
り
の
大
切

さ
︑そ
し
て
地
域
に
住
む
誰
も
が
過
ご
し
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
伝
え
て
い
く
事
の
重

要
性
を
実
感
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
達
は
こ
れ
か
ら﹁
ふ
く
し
﹂の
中
で

そ
れ
ぞ
れ
が
興
味
を
持
っ
た
分
野
に
つ
い
て
︑

学
び
を
深
め
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

今
後
も
︑地
域
で
活
動
さ
れ
る
団
体
や
住

民
の
み
な
さ
ん
の
活
動
の
支
援
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

地
域
の
力

地
域
の
力  

住
民
の
思
い
を
つ
な
ぐ

住
民
の
思
い
を
つ
な
ぐ

“
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
”を
応
援
し
て
い
ま
す
。

“
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
”を
応
援
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
達
か
ら
の
声

●
挨
拶
を
す
る
こ
と
は
地
域
と
繋
が
る

第
一
歩
だ
と
思
っ
た
。

●
自
分
も
災
害
の
時
に
近
所
の
人
に
声

を
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
。



計
画
に
沿
っ
た
地
域
づ
く
り
を

応
援
し
て
い
ま
す

〜「
住
み
た
い
ま
ち
　

住
み
続
け
た
い
ま
ち 

福
生
東
」〜

　

福
生
東
地
区
で
は
︑地
域
課
題
を
解
決
す

る
た
め
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
を
立
ち
上

げ
︑福
生
東
地
区
地
域
福
祉
活
動
計
画︵
地

区
版
の
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
︶を
平
成

30
年
度
よ
り
5
カ
年
計
画
で
策
定
し
︑計
画

の
実
現
に
向
け
活
動
し
て
い
ま
す
。米
子
市

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
︑こ
の
活
動
の
サ
ポ
ー

ト
を
行
って
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
︑感
染
症
対
策
を
講
じ
た
上
で
︑

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
活
動
を
周
知
し
︑参

加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
2
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
行

い
ま
し
た
。

①
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ（
歴
史
探
訪
コ
ー
ス
）

　
健
康・生
き
が
い
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
健

康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
こ
れ
ま
で
も
実
施
し
て
き

ま
し
た
が
︑今
年
度
は
新
た
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
と
し
て
歴
史
探
訪
コ
ー
ス
を
作
り
︑10

月
11
日
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま

し
た
。

　

皆
生
村
を
開
拓
し
た
人
の
お
墓
な
ど
地
域

の
歴
史
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
る
コ
ー
ス
で
︑委
員
の

作
成
し
た
各
ス
ポ
ッ
ト
の
説
明
付
き
マ
ッ
プ
に

加
え
︑地
元
の
方
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
進
ん

で
い
き
ま
す
。当
日
は
︑1
歳
~
87
歳
の
幅
広

い
世
代
の
参
加
者
約
50
名
が
3
班
に
分
か
れ

て
歩
き
ま
し
た
。健
康
づ
く
り
だ
け
で
な
く
︑

住
民
同
士
の
世
代
を
超
え
た
交
流
の
機
会
に

な
っ
た
他
︑地
域
の
歴
史
に
触
れ
る
こ
と
で
郷

土
愛
を
育
む
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。

②
人
材
バ
ン
ク
体
験
会

　

福
生
東
地
区
で
は
︑地
区
内
の
人
材
バ
ン

ク
を
作
っ
て
い
ま
す
。人
材
バ
ン
ク
登
録
者
が

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
︑実
際
に
見

て
み
な
い
と
伝
わ
り
に
く
い
と
の
意
見
か
ら
︑

10
月
18
日
に
人
材
バ
ン
ク
体
験
会
を
実
施
し

ま
し
た
。人
材
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
い
る
4
名

の
方
が
講
師
役
と
な
り
︑英
語
︑韓
国
語
︑ス

ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
︑ク
リ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
の
4

つ
の
教
室
に
分
か
れ
て
︑特
技
を
披
露
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。講
師
役
の
皆
さ
ん
は
と
て
も
い

き
い
き
と
し
た
表
情
で
活
動
さ
れ
て
い
た
の
が

印
象
的
で
し
た
。

　
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
︑新
た
な
趣
味
活
動
を

始
め
る
人
が
増
え
る
︑ふ
れ
あ
い・い
き
い
き

サ
ロ
ン
の
活
動
と
人
材
バ
ン
ク
が
結
び
つ
く
な

ど
︑人
材
バ
ン
ク
が
地
域
に
浸
透
す
る
こ
と
を

願
い
︑今
後
も
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
２
３
︱
５
４
７
３

①皆生八代荒神社の由来を聞く参加者

②クリニカルアート体験会の様子



福
生
西
地
区
で
は
︑
平
成
30
年
度
に
地
域

福
祉
推
進
委
員
会
が
主
と
な
っ
て
地
域
福
祉

活
動
計
画
を
作
成
し
ま
し
た
。各
委
員
が﹁
高

齢
者
福
祉
対
策
﹂﹁
子
育
て
支
援
対
策
﹂﹁
防

災
防
犯
対
策
﹂
の
３
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
︑

５
か
年
計
画
と
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
積
極
的
な
活
動
が
で

き
な
い
中
で
は
あ
り
ま
す
が
︑
高
齢
者
福
祉

対
策
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

地
域
全
体
で
支
え
る
高
齢
者
福
祉
対
策

福
生
西
地
区
は
全
自
治
会
に
﹁
ふ
れ
あ
い・

い
き
い
き
サ
ロ
ン
﹂
が
あ
り
︑
在
宅
福
祉
員

や
保
健
推
進
員
を
中
心
に
︑
高
齢
者
を
は
じ

め
と
し
た
地
域
住
民
の
居
場
所
づ
く
り
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
身
近
な
場
所
に
サ
ロ
ン

が
あ
る
こ
と
で
参
加
者
も
多
く
︑
各
サ
ロ
ン

と
も
長
年
賑
や
か
に
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
サ
ロ
ン
が
開
催
で
き
な

い
日
が
続
き
ま
し
た
が
︑
参
加
者
か
ら
の
開

催
を
望
む
声
も
多
く
︑
現
在
は
感
染
症
対
策

を
工
夫
し
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
で
も
で
き
る
活
動

を
み
ん
な
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
︑
年
に
１
度
地
区
内
の
全
サ
ロ
ン
が

集
ま
り
﹁
福
生
西
地
区
合
同
サ
ロ
ン
の
集
い
﹂

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
各
サ
ロ
ン
の
参
加
者

に
加
え
て
敬
老
対
象
者
も
参
加
さ
れ
︑
地
域

の
小
学
校
や
保
育
園
の
子
ど
も
達
を
は
じ
め
︑

地
域
の
方
に
よ
る
出
し
も
の
を
み
ん
な
で
楽
し

み
︑
参
加
者
か
ら
も
と
て
も
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。会

の
運
営
の
役
割
り
は
地
区
内
の
サ
ロ
ン

世
話
人
で
持
ち
回
り
に
よ
り
担
当
す
る
他
︑

３
回
程
度
の
打
ち
合
わ
せ
会
︑
年
度
末
に
は

全
サ
ロ
ン
の
世
話
人
で
交
流
会
や
情
報
交
換

を
す
る
な
ど
︑
世
話
人
同
士
の
親
交
を
深
め

る
機
会
と
な
り
︑

サ
ロ
ン
活
動
の
活

性
化
に
も
繋
が
っ

て
い
ま
す
。

今
年
は
感
染

症
予
防
に
配
慮
し

開
催
を
断
念
し
ま

し
た
が
︑
今
後
も

地
区
全
体
で
連
携

し
︑
サ
ロ
ン
活
動

の
充
実
を
目
指
し

て
︑
続
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

そ
の
他
に
も
︑
高
齢
者
支
援
の
活
動
と
し

て
在
宅
福
祉
員
に
よ
る
見
守
り
援
助
活
動
も

行
って
お
り
︑
コ
ロ
ナ
の
発
生
状
況
に
応
じ
て
︑

電
話
で
の
様
子
確
認
な
ど
柔
軟
に
活
動
内
容

を
検
討
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
状
況
だ
か
ら
こ
そ
︑
地
域
や
人
と

人
と
の
繫
が
り
を
大
切
に
し
︑
活
動
計
画
の

実
施
に
向
け
て
地
域
の
力
を
高
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

【
次
回
は
和
田
地
区
を
紹
介
し
ま
す
。】

4

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ

住
民
同
士
の
繋
が
り
を
大
切
に

地
区
社
協
の
活
動
紹
介
14
〈
福
生
西
地
区
〉

昨年の合同サロンの様子

サロンたんぽぽ・活動の様子
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「
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

２月7日(日)午前10時～（40分程度）
事業説明、登録手続きなど
ふれあいの里4階研修室①
無料 2月3日(水)
０歳児から小学校６年生までの児童

♥米子ファミリー･サポート･センターからのお知らせ♥
　米子ファミリー・サポート・センターでは、子どもを預けたい“依頼会員”と、主に自宅で子どもを預かる“援助会員”を会員として組織化し、会員同士
で有償にて育児の相互援助活動を行っています。子どもの習い事への送迎、保護者の外出時の預かりなどを希望される方は、是非ご登録ください。

日　時
内　容
場　所
登録料 申込〆切

援助対象年齢

日曜開催！

　※通常週２回、火曜日10時から、金曜日14時から行っておりますが、勤務等で平日
出掛けられない方はぜひご参加ください。※要事前申込（当日参加は受付けません）

お問い合せ・お申込み
米子ファミリー･サポート･センター（ふれあいの里2階）
☎0859-32-0016　fax0859-32-0026

依頼会員登録説明会

米
子
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

永
年
在
職
団
体
役
員

圓
岡  

倫
生

安
達
　
優

佐
々
木
克
秀

手
島
　
博

岡
本 

道
行

吉
岡
　
元

安
田
　
智

松
本
　
恵
子

由
井
シ
オ
ミ

山
中
　
公
子

小
林
　
道
正

柏
木
　
民
江

三
澤
智
恵
子

岩
田
美
代
子

尾
崎
　
学

青
砥
　
一
恵

平
田
　
和
弘

長
谷
川
淑
子

榧
野
　
祐
治

河
合
　
光
枝

出
澤
　
勝
美

永
年
在
職
民
生
児
童
委
員

中
島
　
勝
子

山
口
由
美
子

福 

原
　 

妙

内
田
　
理
恵

生
田
　
章
雄

齊
藤
　
雪
枝

森
　
麻

子

木
村
　
靜
子

内
田
　
幸
治

長
谷
川
義
雄

清
間
　
隆
司

田
子
と
し
こ

林
　
　
南

上
田
　
幹
子

潮
　
　
智

谷
本
　
保
子

村
上
美
穗
子

吉
下
太
佳
惠

鶴
木
真
理
子

中
村
　
元
治

小
池
　
博
枝

大
田
　
　
勝

　
今
年
度
の
﹁
米
子
市
社
会
福
祉
大
会
﹂
は
中

止
と
な
っ
た
た
め
︑
本
市
の
社
会
福
祉
に
貢
献

さ
れ
た
方
々
へ
の
表
彰
状
︑
感
謝
状
は
︑
推
薦

元
を
通
じ
て
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
通
り
で
す
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

五
丁
　
瑞
橲

松
本
　
美
子

竹
田
　
彰

國
頭
　
徹
夫

山
本
　
博
美

吉
岡
　
正
博

髙
橋
　
昭
三

安
野
千
賀
子

田
中
　
隆
志

渡
邉
　
睦
夫

永
年
在
職
施
設
団
体
職
員

森
本
多
美
子

門
脇
　
有
里

秋
鹿
　
眞
澄

原
田
　
理
香

倉
本
　
裕
美

後
藤
　 

淳

松
岡
三
枝
子

渡
邉
喜
美
代

逸
見
　
哲
子

千
代
延
由
美

角
　
悦
子

飯
塚
　
和
樹

遠
藤
　
瑞
恵

吉
岡
　
穂
高

木
村
　
裕
哉

堀
田
　
幸
恵

直
江
　
則
子

佐
々
木
麻
衣
子

山
川
　
典
子

作
野
　
良
子

今
田
美
百
合

嶋
本
　
龍

佐
伯
　
一
孝

福
田
　
寛
子

岩
田
知
恵
子

高
田
　
智
美

福
間
　
真
弓

新
竹
　
雅
俊

平
山
　
貴
美

野
坂
留
美
子

生
田
　
充

遠
藤
　
稚
江

重
親
裕
見
子

岩
田
　
和
美

野
田
よ
し
子

坂
田
　
祥
士

山
根
　
恵
子

前
田
　
佳
樹

遠
藤
　
祟
仁

藍
野
由
香
理

西
原
　 

純

杉
原
　
功
一

土
井
　
加
苗

近
堂
　
諒

大
森
　
和
絵

羽
澤
　
芳
美

汐
田
絵
理
子

米
田
　
弘
章

相
見
　
美
枝

森
高
亜
由
美

秦
野
　
絵
美

米
子
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
感
謝
状

永
年
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

童
謡
サ
ー
ク
ル
こ
で
ま
り

永
年
在
職
在
宅
福
祉
員

石
田
　
清
美

河
津
喜
美
子

木
村
　
千
里

平
賀
　
律
子

野
村
　
麗
子

八
幡
　
明
好

増
田
美
弥
子

野
口
　
敬
子

長
谷
川
久
美
子

石
原
　
睦
美

足
芝
　
通
秋

足
川
美
恵
子

遠
藤
　
正
夫

柏
木
み
は
子

入
江
　
陽
子

松
本
知
砂
江

荒
浜
　
陽
子

山
本
　
輝
夫

青
木
ち
づ
子

米
子
市
共
同
募
金
委
員
会
長
表
彰

令
和
元
年
度
目
標
額
達
成
地
区
共
同
募
金
会

明
道
地
区
共
同
募
金
会

河
崎
地
区
共
同
募
金
会

加
茂
地
区
共
同
募
金
会

福
米
東
地
区
共
同
募
金
会

福
米
西
地
区
共
同
募
金
会

福
生
西
地
区
共
同
募
金
会

和
田
地
区
共
同
募
金
会

富
益
地
区
共
同
募
金
会

夜
見
地
区
共
同
募
金
会

巌
地
区
共
同
募
金
会

春
日
地
区
共
同
募
金
会

五
千
石
地
区
共
同
募
金
会

成
実
地
区
共
同
募
金
会

大
高
地
区
共
同
募
金
会



香
典
返
し
・
玉
串
料
返
し
寄
付
（
敬
称
略
）

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

啓

成

日
ノ
出
町
吉
村
　
美
登
里

金
一
封

御
主
人 

哲
正 

様

糀

町
坂
田
　
隆
志

金
一
封

御
尊
父 

勝
美 

様

明

道

長

砂

町
山
本
　
由
美

金
一
封

御
主
人 

泰
彦 

様

紺

屋

町
古
林
　
康
男

金
一
封

御
内
室 

真
理
子 

様

道

笑

町
青
砥
　
シ
ズ
カ

金
一
封

御
主
人 

英
作 

様

就

将

祇

園

町
飯
塚
　
博
史

金
一
封

御
母
堂 

喜
美
子 

様

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

祇

園

町
門
脇
　
康
子

金
一
封

御
叔
母 

由
子 

様

祇

園

町
角
田
　
和
美

金
一
封

御
母
堂 

朝
子 

様

塩

町
掛
谷
　
慎
一

金
一
封

御
尊
父 

昭
一 

様

錦

海

町
森
安
　
清
江

金
一
封

御
主
人 

堯 

様

錦

海

町
小
笹
　
純
子

金
一
封

御
母
堂 

野
津
妙
子 

様

大

谷

町
佐
藤
　
信
雄

金
一
封

御
内
室 

久
美
子 

様

東

町
安
岡
　
洋
一

金
一
封

御
尊
父 

富
雄 

様

錦

海

町
本
池
　
美
由
紀

金
一
封

御
主
人 

潤
一 

様

義

方

灘

町
井
上
　
翠

金
一
封

御
主
人 

直
敏 

様

灘

町
錦
織
　
芳
慧

金
一
封

御
主
人 

久
幸 

様

立

町
𠮷
原
　
正
二

金
一
封

御
内
室 

﨑
惠 

様

住

吉

上

後

藤
森
岡
　
稔
子

金
一
封

御
主
人 

敏
人 

様

彦

名

町
齋
藤
　
啓
介

金
一
封

御
尊
父 

隆
司 

様

旗

ヶ

崎
高
橋
　
登
美
子

金
一
封

御
主
人 

誠
二 

様

旗

ヶ

崎
門
西
　
幸
雄

金
一
封

御
母
堂 

幸
子 

様

旗

ヶ

崎
藤
谷
　
和
之

金
一
封

御
尊
父 

穣
治 

様

旗

ヶ

崎
長
瀬
　
東
志
美

金
一
封

御
主
人 

榮 

様

旗

ヶ

崎
岩
宮
　
幸
子

金
一
封

御
主
人 

邦
夫 

様

上

後

藤
河
本
　
洋
平

金
一
封

御
尊
父 

尚
人 

様

加

茂

両

三

柳
田
平
　
恵
美
子

五
万
円

御
主
人 

守 

様

両

三

柳
前
髙
　
妙
子
　
金
一
封

御
主
人 

廣
嗣 

様

両

三

柳
森
永
　
浩
嗣

金
一
封

御
母
堂 
幸 

様

河

崎

河

崎
矢
尾
　
順
道

金
一
封

御
母
堂 

美
佐
子 

様

大

崎
松
本
　
知

金
一
封

御
義
母 

足
立
　
幸
枝 

様

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

河

崎
芝
田
　
修
二

三
万
円

御
母
堂 

は
る
ゑ 

様

河

崎
河
端
　
昌
治

金
一
封

御
尊
父 

秀
夫 

様

上

後

藤
三
島
　
慎
一

金
一
封

御
尊
父 

康
史 

様

河

崎
矢
末
　
誠

三
万
円

御
母
堂 

操
子 

様

河

崎
矢
本
　
繁
栄

金
一
封

御
母
堂 

保
子 

様

河

崎
髙
砂
　
博

十
万
円

御
祖
父 

勝
平 

様

福
生
東

上

福

原
増
田
　
隆

金
一
封

御
尊
父 

収 

様

福
生
西

東

福

原
潮
　

稔

金
一
封

御
子
息 

尋 

様

上

福

原
田
中
　
幸
子

金
一
封

御
主
人 

秀
孝 

様

福
米
東

西

福

原
熊
谷
　
和
子

金
一
封

御
主
人 

高
雄 

様

東

福

原
岡
本
　
静
江

十
万
円

御
主
人 

達
得 

様

東

福

原
奥
田
　
浩
史

金
一
封

御
尊
父 

亮
二 

様

両

三

柳
川
内
　
尚
彦

金
一
封

御
尊
父 

尚
美 

様

東

福

原
佐
伯
　
立
子

金
一
封

御
主
人 

明
彦 

様

東

福

原
鵜
篭
　
博
紀

金
一
封

御
尊
父 

忠
夫 

様

米

原
清
水
　
光
男

金
一
封

御
母
堂 

愛
子 

様

西

福

原
岡
田
　
美
恵
子

三
万
円

御
主
人 

雅
弘 

様

福
米
西

西

福

原
赤
井
　
紀
子

三
万
円

御
主
人 

真
哉 

様

西

福

原
森
灘
　
徹

金
一
封

御
母
堂 

春
榮 

様

新

開
伴
藤
　
輝
雄

金
一
封

御
内
室 

一
三
子 

様

崎

津

葭

津
門
脇
　
進

金
一
封

御
内
室 

導
子 

様

大

崎
福
坂
　
伯
美

二
万
円

御
尊
父 

好
吉 

様

住
所

氏
　
名

金
額

三
旗
町

鷲
見
　
依
久

金
一
封

大

崎

崎
津
九
区
自
治
会

四
八
、五
九
三
円

旗
ヶ
崎

田
中
　
順
一

金
一
封

一
般
寄
付
（
敬
称
略
）

住
所

氏
　
名

金
額

両

三

柳

米
子
ケ
ヤ
キ
通
り
振
興
会

一
二
九
、七
三
四
円

交
通
遺
児
基
金

社
会
福
祉
事
業
推
進
の
た
め

善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
令
和
2
年
9
月
1
日
～

令
和
2
年
11
月
30
日

6



住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

葭

津
岡
野
　
修
司

金
一
封

御
尊
父 

信
廣 

様

大

崎
松
本
　
公
正

金
一
封

御
母
堂 

貞
子 

様

大

崎
松
本
　
真

金
一
封

御
母
堂 

な
か
子 

様

大

崎
原
田
　
み
つ
え

金
一
封

御
母
堂 

𠮷
本
さ
よ 

様

大

崎
足
立
　
毅

二
万
円

御
母
堂 

美
惠
子 

様

大
篠
津

大
篠
津
町
安
田
　
匡
　
金
一
封

御
母
堂 

文
子 

様

大
篠
津
町
岬
　
和
彦

金
一
封

御
尊
父 

晃
仁 

様

大
篠
津
町
安
田
　
彰

金
一
封

御
尊
父 

幸 

様

大
篠
津
町
安
田
　
和
雄

金
一
封

御
令
妹 

由
紀
枝 

様

和

田

和

田

町
岩
田
　
恵

金
一
封

御
義
母 
厚
子 
様

和

田

町
⻆
　
美
己

金
一
封

御
義
母 

佐
々
木
光
子 
様

和

田

町
面
谷
　
英
樹

一
万
円

御
尊
父 

清
治 

様

和

田

町
井
田
　
武
征

金
一
封

御
子
息 

英
憲 

様

和

田

町
矢
倉
　
崇

金
一
封

御
母
堂 

敏
子 

様

和

田

町
永
井
　
み
ち
子

金
一
封

御
主
人 

徹 

様

和

田

町
安
達
　
由
美
子

金
一
封

御
主
人 

芳
純 

様

夜

見

夜

見

町
角
勝
　
聖
司

金
一
封

御
尊
父 

重
信 

様

夜

見

町
矢
倉
　
洋
子

三
万
円

御
主
人 

隆 

様

成

実

石

井
後
藤
　
み
つ
子

金
一
封

御
母
堂 

幸
子 

様

宗

像
潮
　
英
明

金
一
封

御
母
堂 

菊
枝 

様

石

井
小
塩
　
真
一
郎

金
一
封

御
尊
父 

義
三 

様

巌

浦

津
坂
隠
　
仁
美

金
一
封

御
母
堂 

雪 

様

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

吉

岡
森
　
保
志

金
一
封

御
尊
父 

皎 

様

春

日

東

八

幡
田
川
　
廣
美

金
一
封

御
母
堂 

智
恵
子 

様

上

新

印
奥
田
　
貢

五
万
円

御
母
堂 

嶋
子 

様

赤

井

手
土
井
　
る
り
子

金
一
封

御
主
人 

美
教 

様

古

豊

千
藤
田
　
勇

金
一
封

御
母
堂 

美
也
子 

様

一

部
福
山
　
照
美

金
一
封

御
尊
父 

和
照 

様

大

高

尾

高
船
登
　
幸
一

金
一
封

御
母
堂 

し
ず
よ 

様

尾

高
後
藤
　
孔
一

金
一
封

御
母
堂 

き
く
江 

様

尾

高
奥
田
　
郁
子

金
一
封

御
母
堂 

松
本
安
江 

様

県

河

岡
田
中
　
京
子

金
一
封

御
尊
父 

勝
秋 

様

日

下
前
田
　
康
美

金
一
封

御
母
堂 

節
子 

様

河

岡
木
下
　
知
明

金
一
封

御
尊
父 

博 

様

淀

江

淀
江
町
淀
江
小
梅
川
　
純
一

金
一
封

御
母
堂 

細
田
佐
智
恵 

様

淀
江
町
佐
陀
濱
田
　
美
絵

金
一
封

御
母
堂 

山
根
照
子 

様

淀
江
町
西
原
岩
﨑
　
裕
一

金
一
封

御
尊
父 

実 

様

淀
江
町
淀
江
吹
野
　
澄
枝

金
一
封

御
母
堂 

房
子 

様

淀
江
町
西
原
谷
田
　
稔

金
一
封

御
母
堂 

寛
子 

様

淀
江
町
淀
江
浅
井
　
幸
恵

金
一
封

御
主
人 

雅
幸 

様

淀
江
町
淀
江
小
林
　
正
忠

金
一
封

御
母
堂 

勝
子 

様

淀
江
町
西
原
渡
辺
　
武
士

金
一
封

御
母
堂 

良
子 

様

淀
江
町
中
西
尾

田
中
　
進

金
一
封

御
母
堂 
み
や
子 

様

淀
江
町
福
頼
田
中
　
繁
貴

金
一
封

御
尊
父 
延
明 
様

淀
江
町
福
頼
田
中
　
満

金
一
封

御
母
堂 

佐
和
子 
様

淀
江
町
中
間
尾
﨑
　
幸
司

金
一
封

御
義
母 

大
村
京
子 

様

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

淀
江
町
淀
江
三
好
　
誠

金
一
封

御
母
堂 

貴
代
子 

様

淀
江
町
佐
陀
白
井
　
祐
輝

金
一
封

御
尊
父 

義
男 

様

淀
江
町
淀
江
村
田
　
ふ
み

金
一
封

御
母
堂 

敦
子 

様

淀
江
町
西
原
中
野
　
厚
志

金
一
封

御
母
堂 

紀
子 

様

○
寄
付
金
額
等
の
記
載
に
つ
き
ま
し
て
は
、寄
付
者
ご
本
人
の
意
志

に
よ
る
も
の
で
す
。

○
本
会
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、所
得
税
、市・県
民
税
の

寄
付
金
控
除・税
額
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

Special Thanks
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

11
月
11
日
に
「
米
子
ケ
ヤ

キ
通
り
振
興
会
」
様
よ
り

「
米
子
ケ
ヤ
キ
通
り
親
睦

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
」
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金
と
し

て
一
二
九
、
七
三
四
円
の
ご

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
寄
付
は
交
通
遺
児
の
福

祉
の
向
上
を
図
る
た
め
に
交

通
遺
児
激
励
金
と
し
て
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
の
里
ロ
ビ
ー
に
「
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災

害
」
義
援
金
箱
を
設
置
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
皆
様
よ

り
一
〇
、
七
七
一
円
の
義
援
金
を
お
預
か
り
い
た
し
ま

し
た
。
義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
鳥
取
県
支
部
を
通

じ
て
被
災
さ
れ
た
方
々
の
支
援
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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よ
な
ご
社
協
だ
よ
り

1
6
1
令
和
3
年
1
月
1
日
発
行

発
行
／
米
子
市
社
会
福
祉
協
議
会
　〒
6
8
3‐0
8
1
1 

米
子
市
錦
町
1
丁
目
1
3
9‐3「
ふ
れ
あ
い
の
里
」内
　Tel
0
8
5
9‐2
3‐5
4
9
0
　Fax
0
8
5
9‐2
3‐5
4
9
5

印
刷
／
合
同
印
刷
株
式
会
社 

米
子
市
和
田
町
2
0
0
5‐2
　Tel
0
8
5
9‐2
5‐1
1
6
1
　Fax
0
8
5
9‐2
5‐1
2
3
2

Vol.

　令和３年を迎え皆様には、ご健勝で新しい年を
お過ごしのことと心からお慶び申し上げます。
　日頃より本会に対しまして格別のご支援ご協力を賜り厚くお礼申
し上げます。
　昨年は新型コロナウイルスの感染防止に力点を置いた年となりまし
た。春先の総会シーズンから中止や延期が相次ぎ、その後のイベント
や大会も同様になり人々の交流が制限されてしまいました。これまで
経験したことがない社会が発生しました。新しい年を迎えた丑年の
今年もコロナウイルス感染の影響が続くと思われますが、牛歩のごと
く着実に前に進んで成果を出して行くのが大切になると思います。
　さて本会が委嘱している市内800余名の在宅福祉員さんは各自治
会で高齢者の方々の見守り活動をされています。昨年は感染防止のた
め、訪問を見合わせた時期がありましたが、その中でも電話をかけたり
励ましの手紙をポスティングしたりして、高齢者の方々に安心していた
だけるよう工夫して活動を続けられた地区があったと聞いております。
　地域福祉の向上には、住民の皆さんの熱意が大きな力となりま
す。米子市社協職員も一丸となってご期待に沿えるよう努めて参り
ます。今後とも本会への変わらぬご支援ご協力をお願い申し上げて
ご挨拶といたします。

明けましておめでとうございます
米子市社会福祉協議会会長　田後 良文

　所得税控除を受けるためには確定申告
を行う必要があります。

確定申告に必要な添付書類
●「寄付金・賛助会費の領収書」
●「税額控除の証明書」
　（税額控除を受ける場合）

※税額控除の証明書の写しはHPから印刷
することができます。

　米子市社会福祉協議会へいただいた寄
付金は、地域福祉を推進するために使わせ
ていただいていま
す。詳しくはHPをご
覧ください。

米子市社会福祉協議会への
寄付金、賛助会費は

「税額控除」の対象になります。

所得税控除を受けるための手続き

皆様のご意見・ご感想を
お聞かせください。 0859‐23‐5495☎0859‐23‐5490

furesato@chukai.ne.jp はじめ
ましたF

有限会社 砂原建築企画
米子市古豊千58-13

賛助会員ご紹介

砂原建築企画は、住宅の新築、増改築、リフォーム
等、お住まいに係る設計、施工を幅広くしている会
社です。最近では耐震リフォームも多くなっており
ます。
住宅診断や耐震診断によりお客様の不安に思わ

れる事に的確にアドバイスをさせて頂き、不安解消
に役立てて頂いております。
地元地域に根差した建築会社として、恩返しの

意味も兼ねた「砂原祭」を３年ごとに開催しておりま
す。祭りでは大工体験コーナーが一番人気で椅子
やプランター、本立てなどその年に考えたものを大
工さんと一緒に作っていきます。
社会福祉活動として、フリーマーケットコーナー

での売り上げは、東日本大震災の募金や地元の子
供会へ寄付させて頂いております。

今後も地元に根差し、笑顔で「またお願いします」
と言って頂ける様、取り組んでいきます。

「またお願いします」と言ってもらえる
企業を目指して

賛助会員加入ご協力のお願い
　賛助会費は、社会福祉活動を行うための貴
重な財源となっております。米子市社会福祉協
議会の地域福祉活動を財源面から支援、協力
して下さる方を募集しております。


